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【論文の内容の要約】 
本論文では、親水性物質の効率的内包を可能とする新しいハイドロゲル型バイオマテリ
アルの開発に関する研究についてまとめた。本研究で提案する新材料は、親水性物質を内
包可能な新規構造体（三層構造高分子ミセル）を架橋部位に用いることで、従来のゲルに
比べて親水性物質を効率的に内包可能な点が特徴である。三層構造高分子ミセルは本論文
で提案する、全く新しい構造体である。この新規構造体の調製方法および調製条件の最適
化を行い、三層構造高分子ミセルが効率よく得られる調製条件を見出すことに成功した。
得られた三層構造高分子ミセルとゲル主鎖となる高分子を混合することで、ミセルを架橋
構造とするハイドロゲルを得ることに成功した。ゲルの機械的物性および構造安定性は、
ミセルおよびゲル主鎖高分子溶液の濃度や pH等により制御することが可能であることが分
かった。 
 三層構造高分子ミセルは、ブロック共重合体が界面に配向した w/o エマルションを、ブ
ロック共重合体が溶解した水相と混合することで得られると予想した。この際に重要とな
る w/o エマルションの経時安定性を評価し、安定なエマルションを調製可能な条件を決定
した。得られた条件下で三層構造高分子ミセルの調製行ったところ、三層構造高分子ミセ
ルを得られたことを確認した。 
 三層構造高分子ミセルを架橋点とするゲルの貯蔵弾性率は、ゲル前駆体のミセルおよび
PEI 水溶液の濃度や pH 等を変化させることにより調整可能であることが明らかになった。
さらに、外部環境の pHによってゲルの安定性は異なり、塩基性条件においてはゲルの構造
安定性が低いことが明らかになった。 
